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高橋優、デビュー6 年目の最終日に MTV 伝統のステージで万感のライブ 

「MTV Unplugged: Yu Takahashi」 
インディーズ時代の「こどものうた」から「産まれた理由（わけ）」まで全 15 曲を熱唱 

～最新曲「光の破片」の初披露や、フラワーカンパニーズの名曲をカバーするサプライズも～ 

強く優しいエモーショナルな歌声とギターの音色が一体となった贅沢な空間  

 
米国バイアコム社傘下のバイアコム・ネットワークス・ジャパン株式会社（所在地：東京都港区、代表

取締役社長：井股 進）が運営する世界最大級のユース向け音楽&エンターテインメント・チャンネル

「MTV」は、シンガーソングライターの高橋優を迎え、伝統のアコースティックライブ「MTV Unplugged」

を 7 月 20 日（水）に収録いたしました。 

世界中のトップアーティストが出演し、独創的で個性あふれるアコースティックライブの源流としてそ

の歴史を刻んできた「MTV Unplugged」。日本制作としては宇多田ヒカル、平井堅、加藤ミリヤ、VAMPS

など総勢 28 組のアーティストが登場し、いつものライブとは一味違うパフォーマンスを披露してきまし

た。今回この伝統的なステージに立ったのは、昨年メジャーデビュー5 周年を迎え、今年もニューシング

ルのリリースや野外フェスの開催など、精力的な活動を行っている高橋優です。札幌の路上ライブを原

点に、メジャーデビュー後もライブ活動を大切にしてきた彼が、デビュー6 年目の最終日である今日、こ

れまでのキャリアの集大成として「MTV Unplugged」の舞台に立ちました。「自分は“プラグ”のない路

上でずっと歌っていたので、そんな原点を思い出しながら、みなさんと一緒に楽しい時間を過ごしたい

と思います」という MC で始まったライブは、インディーズ時代の「こどものうた」から 6 月にリリー

スしたばかりの「産まれた理由（わけ）」など全 15 曲を披露、途中フラワーカンパニーズの「深夜高速」

をカバーする嬉しいサプライズもあり、会場は温かい空気と笑顔に包まれました。また、8 月 31 日にリ

リースする 15 枚目のシングル「光の破片」の初パフォーマンスも行われ、オーディエンスは贅沢で親密

なライブ空間を楽しんでいました。このライブの模様は 9 月に MTV で放送いたします。 

 

『MTV Unplugged: Yu Takahashi』概要 

収 録 日：2016 年７月 20 日（水） 

収録場所：品川クラブ eX 

来場者数：200 人 

番組放送：9 月 10 日（土）21:00～22:00（初回放送、再放送あり） 

 

セットリスト 

1. 陽はまた昇る 

2. こどものうた 

3. クラクション 
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4. BE RIGHT 

5. 同じ空の下 

6. 光の破片 

7. さくらのうた 

8. 産まれた理由（わけ） 

9. 深夜高速 

10. 太陽と花 

11. 現実という名の怪物と戦う者たち 

12. 素晴らしき日常 

13. 明日はきっといい日になる 

 

＜アンコール＞ 

WEEKEND JOURNEY 

福笑い 

 

ライブレポート 

ゆっくりと歩いてステージ中央に置かれている椅子に座り、愛用のアコースティックギターを手にした高橋優。ギター、

ベース、ドラム、キーボード、ヴァイオリン……という、普段のライヴとは一味違う編成のバンドメンバーたちも登場し

て準備完了。スタートした１曲目は「陽はまた昇る」だった。柔らかな光に包まれているステージから、哀愁を帯びたメ

ロディが高鳴っていく。どこか幻想的にも見える空間から心地よいサウンドが一気に溢れ出し、観客は息を呑むように耳

を傾けていた。続いて、ギターを激しく掻き鳴らし始めた高橋。骨太にコードを響かせながら 2 曲目「こどものうた」へ

と突入した。その気迫に刺激されて、観客も手拍子を始める。やがてバンドメンバーたちのパワフルな演奏も合流し、高

橋の声は熱を増していく。彼の歌に宿っている圧倒的な熱量をまざまざと体感した。 

「お越し頂きありがとうございます！」と元気よく挨拶をして、数々のアーティストの名演が繰り広げられ続けてきた

『MTV Unplugged』に出演する喜びを語った高橋。路上ライブからシンガーソングライターとしての活動をスタートし

た過去にも触れて、「原点を思い出しながら皆さんと一緒に楽しい時間を過ごしたいと思います」と観客に呼びかけると、

「クラクション」の演奏を始めた。時折、ブルースハープも吹きながら歌う高橋の声が温かい。清々しいムードのまま雪

崩れ込んだ「BE RIGHT」は、実に楽しそうに打ち鳴らされていた観客の手拍子がステージまで届いたのだろう。高橋は

勿論、バンドメンバーたちも笑顔を浮かべていたのが印象的だった。 

「同じ空の下」も披露された後に、再び迎えたインターバル。高橋はバンドメンバーたちを紹介すると、このステージ

に立って歌うことができる喜びを改めて語った。そして、「こういう機会なので、アコースティック編成で初めての曲をや

らせて頂きます」と言い、次に演奏する曲について説明した。くっついたり離れたりの繰り返しである人間関係。当事者

には様々な感情があるわけだが、それも俯瞰で見れば美しいものなのではないか？ そんな視点で作ったのだというその

曲は、8 月 31 日にリリースされる 15th シングルの表題曲「光の破片」。続いて、叙情的なメロディがじっくりと迫って

きた「さくらのうた」。優しさに満ちた歌声で観客を包み込んでいた「産まれた理由（わけ）」……ステージを見つめる誰

も彼もがうっとりとした表情を浮かべて噛み締めていた。 

「折角なので、あまりやってこなかったことを。カバーを 1 曲歌わせて頂きます。大好きな楽曲を」と言い、届けられた

フラワーカンパニーズの「深夜高速」。自身の曲ではないわけだが、歌詞の言葉の 1 つ 1 つに人生を乗せるかのように歌

っていた姿は、鬼気迫るものがあった。続いて、「ここからはちょっと熱くなりませんか！」と呼びかけて「太陽と花」。

観客の手拍子が熱を帯びて打ち鳴らされ、会場は完全に 1 つとなる。そして、「現実という名の怪物と戦う者たち」と「素

晴らしき日常」も披露された後、「こうやって歌わせて頂くと、もっともっといいことがあるんじゃないかなと思うことが

できます。ますます楽しいこと、いいことが起こりますように！」という言葉を添えて「明日はきっといい日になる」。こ

の曲での観客の手拍子は、バンド演奏の一部と言っても良いくらいの力強さ。高橋が《明日はきっと》と歌うと、客席か
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ら《いい日になる》と返ってくる。とても温かいムードが広がった本編の締め括りだった。 

観客の拍手に応えて行われたアンコール。まず「WEEKEND JOURNEY」が披露された。骨太な演奏とパンチの利いた高

橋の歌声が痛快極まりない。そして、「また楽しい時間を過ごせるように。今日はほんとにありがとうございました！」と

客席に向かって呼びかけた高橋。柔らかなピアノの伴奏に合わせて歌い始めたラストの曲は「福笑い」だった。途中から

他の楽器パートと高橋のギターも合流し、穏やかな昂揚感が客席に溢れ返っていった。 

 全曲の演奏を終えると、立ち上がって深くお辞儀をした高橋。共にこの素敵なステージを作り上げたメンバーたちと交わ

し合う笑顔が、とても爽やかだった。両手を挙げて手を振り、去っていった彼らを見送った拍手の響きは、観客の胸いっ

ぱいに広がっている深い感動を鮮やかに物語っていた。こうして終演を迎えた『MTV Unplugged: Yu Takahashi』。放送

が早くも楽しみで仕方がない最高のステージであった。 

 

「MTV Unplugged」とは 

「MTV Unplugged」は、“プラグを抜いた”の意の通り、アコースティックな手法とオーディエンスとの親密な距離にこだ

わり、独特の緊張感と一体感に包まれたライブ空間を実現する、MTV が誇る大人気企画です。1989 年にニューヨークで

初めて実施されて以来、エリック・クラプトンやマライア・キャリー、オアシスといった音楽界のスーパースターから、

アデル、ケイティ・ペリー、アダム・ランバートらポップシーンの実力派まで、100 組を超えるアーティストが出演し、

音楽ファンのみならず、アーティストや音楽業界全体に熱烈な「Unplugged」ファンを生み出してきました。ライブ CD

「アンプラグド～アコースティック・クラプトン」で、エリック・クラプトンが 1992 年グラミー賞の「アルバム・オブ・

ザ・イヤー」以下 6 部門を独占するなど、数々の記録やエピソードを生み出してきたことでも知られ、「出演できるのは一

流の証」とさえ言われています。日本制作ではこれまで宇多田ヒカル、平井堅、矢井田瞳、布袋寅泰、KREVA、長瀬智也、

絢香、Salyu、加藤ミリヤ、キヨサク、BENI、PUSHIM、CNBLUE、clammbon、MONKEY MAJIK、青山テルマ、JUJU、

9mm Parabellum Bullet、福原美穂、WEAVER、井手綾香、Chara、the HIATUS、西野カナ、FTISLAND、長渕剛、中

島美嘉、VAMPS の計 28 組が出演しています。今年 10 月には第 30 弾となる「MTV Unplugged: Nana Mizuki」を収録

予定です。 

 

 

▼報道関係の方からのお問合せ▼ 

バイアコム・ネットワークス・ジャパン株式会社 Tel: 03-6870-7693（直通・平日）E-mail: pr@vimn.com 

mailto:pr@vimn.com

